
第２回 住民説明会 質疑応答の要旨 

（質問・意見）網走市を通して施設整備の早期実現を働きかけた。嬉しく思う。聞いていたのは水

鳥観察舎というものだったが、その理解でよいか？ 

（回答）正式名称についてはまだ決めていない。求められる機能は野鳥観察だけではないので、

色々な機能を持たせた場所にしたい。(環境省) 

（質問・意見）季節毎に展示内容を変えると聞いたが、意見を聞く機会はあるのか？ 

（回答）展示内容については変えられるもの変えられないもの（固定的なもの）があるが、中身に

ついても意見を聞きながら進めたいと考えている。 

この施設はラムサール登録後に、市・町の要望を受けて実現できたもの。地域の方々、活動して

いる団体に関わってもらい、子どもが造ったものを展示するなど、地域の人にも利用してもらえる

よう意見交換をしながら造っていきたい。(環境省) 

（質問・意見）山田氏の了解を得たわけではないが、濤沸湖資料館の資料も移設できるかも含め

て検討してほしい。 

観光地でもありヒオウギアヤメの移植なども含めて、バランス良く利用していただきたい。 

観光バスの来訪者によるトイレタイム的要素で利用も多くなるのではないか。 

展示室で、展示・展望室には仕切りがつくのか？このスペースに資料が入るのか？ 

（回答）ご要望は承った。今のイメージでは、展望と合わせてオープンスペース。仕切ることもでき

る用に考えている。(環境省) 

（質問・意見）環境学習に力を入れて欲しい。修学旅行の誘致とか観光にもつながる。野鳥関係

のライブラリーの充実と標本の収蔵を希望する。 

（質問・意見）傷病鳥獣対応について、油汚染の鳥はオホーツクエリアでは多い。自分たちの家

庭で洗うのは無理なので洗える機能があるとよい。 

（質問・意見）野鳥観察舎との連携については、2 階が野鳥観察には使いにくい。（ガラスが厚い

のと窓が開かないためレンズを出せない） 改修の必要がある。 

（質問・意見）クリーンエネルギーとして風車を使うことはやめてほしい。 

（質問・意見）常駐職員は、野鳥の救護の事や地域ボランティアとの連携を考えると専門家、獣医

師等がよい。 



 

（質問・意見）湖の環境が大きく変わっている。海からの流砂が中に溜まり、湖自体が変わってい

る。一緒に議論してほしい。 

（回答）国定公園及び国指定鳥獣保護区になっている場所であり、どのように対策ができるか一

緒に考えて行ければと思う。（環境省） 

土木現業所からの情報によれば、海岸に流動堤があるが流氷の影響で機能しなくなっているが、

予算の目処は不明ではあるものの今後海岸における浚渫計画もあるようである。（北海道） 

（質問・意見）施設の対象は涛沸湖だけになるのか、それともオホーツク地域全体になるのか？

広い視点を持って対応していただきたい。オホーツク側には調査拠点となる施設がないので、拠

点となる施設ができればボランティア活動も制限なく出来るようになるのではないか。 

（回答）確かにオホーツク海側には、拠点施設がないので意識しながら進めていきたい。(環境省) 

（質問・意見）湿地に建てられることになるが、標本・展示物が痛みやすい状況である。その問題

をクリアできる設計なのか？ 

（回答）展示内容によって設計が変わってくるが、H22 年度の実施設計で具体化するので使い勝

手のよいようにしたい。（北海道） 

（質問・意見）ラムサール条約湿地指定の時に、指定されることにより漁業に規制が加わるので

はないかということで内部でも色々話し合った。結果的に新たな規制がないことがわかり登録に

至った。漁業こそが涛沸湖の自然を損なわないようにしているものと考えている。その認識で間

違いないのか。そのことからすると、自分の認識と資料 2 ページの内容に差があるように思われ

る。 

また、施設運営のイメージの中で人件費等の運営経費を自治体等が拠出とあるが、等には何が

含まれるのか。 

（回答）自然からの恵みを損なわないような利用を行っている漁業活動はまさにラムサール条約

にあるワイズユースの考え方であり、認識は違わない。 

費用負担ということではなく色々な人に協力してもらい運営したい考えであるため等を入れてい

る。（環境省） 

（回答）施設によってはいろいろな団体が費用を出し合っていたのでイメージとして入れたもの。

（網走市） 



（質問・意見）ヒオウギアヤメは目立つが希少種は小さいものが多い。どのように移植するのか。 

（回答）移植の仕方は専門家に見てもらわないといけないので、意見を聞きながら進めたい。(環

境省) 

（質問・意見）駐車場が拡幅される内容になっている。アヤメを移植するのは心配なところである。

アヤメへの影響を小さくするため駐車場をできるだけ縮小し、散策道は必要ないのでは。また道

産子を放して欲しい。 

（回答）当初案よりは小さくなったが、まだ影響を小さくすることはできると思うので検討したい。移

植先は類似環境にしたい。また方法についてはみなさんと相談しながら進めたい。（環境省） 

（質問・意見）今は、ポニーの放牧をしているが、施設の敷地内には放牧できない。残った敷地に

放す事になるが。 

動物がいないとアヤメが減る。希少種にこだわると馬も入れなくなる。 

（回答）引き続き放牧して欲しいと思っている。道ができる事で馬が入らなくなるのではないかとい

う懸念はある。（環境省） 

（質問・意見）今の予定箇所は、昔、谷地眼があった場所である。そのため、建物は向きを変えた

らどうか。 

（回答）いろいろ検討していきたい。（環境省） 

（質問・意見）野鳥の餌付けについて、全国的に見直しているところもあるので、対策についての

スケジュールと対応機関を教えてほしい。 

（回答）すぐに結論を出すことはできないが、濤沸湖及び周辺域の環境保全推進協議会の中で

議論していきたい。（網走市） 

（質問・意見）定期的にこのような説明会は開かれるのか？ 

（回答）運営に関する協議会も立ち上げる予定。運営についても関係者で話し合いたいので是非

参加いただきたい。（環境省） 

（質問・意見）雨水による排水が流れ込むと濁るので、直接湖へ流れ出ないよう対策を講じて欲し

い。 

（回答）工事中は、下流で止めて沈砂地濾過し放流するような対策を取りたい。今後の対応につ



いては、検討していきたい。（環境省） 


